
備　　考

平成27年3月
井上洋平准教授
他大学への転出のため退職（27）

本人の退職（平成27年3月）に伴い，兼任教
員として配当学期を前期から後期に変更し
て授業を担当（27）（28）

講師
井上　洋平

平成27年10月 発達科学特講Ⅱ兼任

後任未定児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
井上　洋平

平成27年4月

発達科学特講Ⅱ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
高澤　健司

平成27年4月

心理学研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
森　美智代

平成27年4月

教育実践学特講Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
今中　博章

平成27年4月

特別支援教育学特講Ⅱ

特別支援教育学フィールド研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
伊澤　幸洋

平成27年4月

特別支援教育学特講Ⅲ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
吉長(丸山)真子

平成27年4月

教育・保育社会史研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
大庭　三枝

平成27年4月

教育実践学特講Ⅳ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
劉　郷英

平成27年4月

多文化保育研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 准教授
平松　和彦

平成27年4月

教育実践学特講Ⅲ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
齋木　喜美子

平成27年4月

学習材開発研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
正保　正惠

平成27年4月

教育実践学特講Ⅱ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
高橋　実

平成27年4月

特別支援教育学特講Ⅳ

発達科学特講Ⅲ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
廣重　佳治

平成27年4月

児童教育学研究の基礎Ⅱ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
髙月　教惠

平成27年4月

児童教育学研究の基礎ⅠＢ

児童家庭福祉調査研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
八重樫　牧子

平成27年4月

保育学特講Ⅰ

教育実践研究

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
田渕　五十生

平成27年4月

児童教育学研究の基礎Ⅲ

特別支援教育学特講Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
中村　満紀男

平成27年4月

児童教育学研究の基礎Ⅳ

教育学特講Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 教授
森川　輝紀

平成27年4月

児童教育学研究の基礎ⅠＡ

専 教授
田丸　敏髙

平成27年4月

発達科学特講Ⅰ

氏　　名
（年　齢）

就任予定年月 担当授業科目名
兼担・ 兼担・

兼任　 兼任　

の別　 の別　

設　置　時　の　計　画 変　　更　　状　　況

専任・

職名
氏　　名

（年　齢）
就任予定年月 担当授業科目名

専任・

職名

５　教員組織の状況

＜教育学研究科　児童教育学専攻（修士課程）＞

（１） 担当教員表
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教　授

　　　・なお,職位等によって定年年齢が異なる場合には,職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し，「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

　　　・専門職大学院の場合は，「研究指導教員」を「研究者教員」と，「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

平成28年4月
職位の変更（講師→准教授）
　平成28年2月教員審査済
　判定　Ｍ可、Ｍマル合

平成28年4月
職位の変更（助教→講師）

歳 名 名

（注）・「年齢構成」には，当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません），

　　　　および，平成２８年５月１日現在，定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

定年規定の定め
る定年年齢
（歳）

報告書提出時
（上記（Ａ））
の教員のうち、
定年を延長して
採用している教

員数

完成年度時（上
記（Ｂ））の教
員うち、定年を
延長して採用す

る教員数

65 6 6

（注）・「設置時の計画」には，設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の状況」には、報告書提出年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告書提出時）の完成年度時の計画」には、報告書提出年度の５月１日現在、完成年度時に計画している教員数を記入するとともに，

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　（２）－②　年齢構成

年齢構成

［ 0 ］

研究指導補助教
員数

0

講義のみ担
当の教員数

［ 0 ］

研究指導教
員数

研究指導補
助教員数

講義のみ担
当の教員数

20 0 0
19 0 0

19

[ 0 ]

0

研究指導教員数
研究指導補
助教員数

講義のみ担
当の教員数

（0） （0）

[ 0 ] [ △1 ]

9

（10） （9） （1） （0） （20） ［ 0 ］ ［ 0 ］

19
10 9 0 0 19

10

准教授

10 9 1 0 20

講　師 助　教 准教授 助　教

　（２）－①　専任教員数

設　置　時　の　計　画 現在（報告書提出時）の状況

教　授

現在（報告書提出時）の完成年度時の計画

計
（Ａ）

計
（Ｂ）

教　授 講　師

（２） 専任教員数

助　教

研究指導教員数

（20）

0

［ △1 ］

0

准教授 計 講　師

　　　　及び今後の採用計画を「備考」に記入してください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は，当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画

　　　　変更書」を提出し，大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（AC教員審査）を受けてください。AC教員審査を受けずに専任

　　　　教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」，変更書を提出予定

　　　　の場合は「○年○月変更書提出予定」と記入してください。

　　　　　なお，設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は，「備考」に「（教員審査省略）」及びその変更の理由，変更年度

　　　　（　）書き等のみを記入してください。

　　　・　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　・　辞任者は「備考」に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　・　年齢は，「設置時の計画」には当該学部等の就任時における満年齢を，「変更状況」には平成２８年５月１日現在の満年齢

　　　　を記入してください。

　　　・　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は「昇格」をいう。）は，

　　　　変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は，「変更状況」の「氏名」に「後任未定」と記入し，

初等教育の理論と応用 兼担 講師

　　　　　なお，当該設置に係る研究科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目を担当する教員組織に

　　　　所属している場合は，〈○○研究科　○○専攻（○○課程）〉の箇所を「共通」とし，表を分けて作成してください。

（注）・　設置時の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

兼担 助教
太田　直樹

平成27年10月

兼担 講師
松島　のり子

平成27年10月 保育学特講Ⅱ

兼担 講師
山口　正寛

平成27年10月 発達科学特講Ⅳ

兼担 准教授

倉盛(岩城)美穂
子 平成27年10月 心理学フィールド研究

准教授児童教育学特別研究Ⅰ

児童教育学特別研究Ⅱ

専 講師
小野　方資

平成27年4月

教育学特講Ⅱ

専
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

0 科目

0 科目

0 科目

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

選択

自由
0 人

計

科目0

後任補充状況

必修 2 科目

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合，赤字にて記入するとともに，

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

計 0 計 0 計 0

0

必修 0

自由 0自由 0 自由 0

必修

選択

自由自由 0

必修 0

辞任等の理由担当予定科目

0

２

2 1

必修・選択・自由の別

1

0必修

選択

自由自由

選択

必修 2

0

１ 准教授

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

計計 0

1 人
1 0

科目

3 科目

科目

合計（Ａ）

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

合計（Ｃ） 後任補充状況の集計（Ｄ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

必修 0

選択 0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

選択 0 選択

番　号

①の合計数（a）

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

１

就任辞退（未就任）の理由

②

必修

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

職　位 専任教員氏名

発達科学特講Ⅱ

児童教育学特別研究Ⅱ

必修・選択・自由の別

必修

専任教員氏名

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

②の合計数（b） ③の合計数（c）

井上　洋平 児童教育学特別研究Ⅰ

担当予定科目

一身上の都合（家庭の事情）により，自宅に近い
他大学に転出するため平成27年3月31日付けで退職
した。(27)

選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合，赤字にて記入するとともに，「辞任等の理由」

該当なし

番　号 職　位

　　　　　に辞任理由等および（　）書きで報告年度を記入してください。

２

後任補充状況の集計（Ｂ）

計

（注）・　一度就任した後に、辞任した全ての専任教員の辞任の理由を具体的に記入してください。

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

①

①

後任補充状況
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　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

自由 0

計 3 科目 計 2 計 1 計

1 選択 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 1 科目 選択 0 選択

（注）・　就任辞退（未就任）及び辞任した全専任教員について，教員数、担当科目数の合計，後任補充の状況を記入ください。

1 人

必修 2 科目 必修 2

③の合計数（c）①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｂ）＋（Ｄ）

必修 0 必修 0

 
　就任辞退の番号１については，退職は一身上の都合（家庭の事情）によるものであり，真にやむを得ない事情によるものであると判断
して退職を認めた。学生に対しては，平成27年4月4日に実施したオリエンテーションで周知し，研究指導科目（児童教育学特別研究Ⅰ・
Ⅱ）を除く授業科目（発達科学特講Ⅱ）は，本年度は兼任教員として本人が予定どおり担当する旨を伝えた。(27)

合計（Ａ）＋（Ｃ）

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。

辞任等した教員数
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	５１教員組織１（教育）年齢なし
	５２教員組織２（教育）

